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ン ニ ン類の酵素的硫酸化. 日 本薬学会第110年会，
1990， 8 ， 札幌.
7) 川 田幸雄， 服部征雄， 難波恒雄， 小橋恭一 : 腸
内細菌 に よ る 和漢薬成分の代謝 (第21報) ヒ ト 腸
内 細 菌 に よ る geniposide， gardenoside か ら
monoterpene alkaloid への変換に つ い て. 日 本薬
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CINC の一次構造 と in vivo に お け る そ の作用 に
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